
地域との協働による高等学校教育改革推進事業 研究開発の概要 

（令和２年度 新規指定校） 

 
指定期間 ふりがな ながさきけんりつまつうらこうとうがっこう 

②所在都道府県 長崎県 令和２～最

大３年間 
①学校名 長崎県立松浦高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 松浦市唯一の県立高校として，普通科 80

名，商業科 40 名を募集し，現在は計 258

名が在籍している。 

普通科 ６３ ４２ ６６  171 

商業科 ３５ １７ ３５  87 

⑥研究開発

構想名 
松浦高校『まつナビ・プロジェクト』 

⑦研究開発

の概要 

長崎県立松浦高等学校と松浦市が協働で取り組んできた２年生での地域課題解決型

学習「まつナビ」に，１年生での「プレまつナビ」，３年生での「ポストまつナビ」を

連動させて，生徒の課題解決能力を高めること等を目指した，３年間の連続性のある「ま

つナビ・プロジェクト」に進化させる。次のⅠ，Ⅱの研究開発単位を設定し，研究開発

を行う。 

Ⅰ 地域を愛し大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目指した，高校３

年間の地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの研究開発 

・「まつナビ・プロジェクト」の中心となる学校設定科目の研究開発（令和３年度新

設） 

・地域素材を活用した，「まつナビ・プロジェクト」とリンクする教科指導に関する

研究開発 

・小中学校及び大学等との連続性のある学びに関する研究開発 

Ⅱ コンソーシアムをはじめとする，地域課題解決型学習を組織的に支援する体制につ

いての研究開発 
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(1) 目的・目標 

従来，２年生だけで取り組んできた「まつナビ」を，３年間を通しての学びとなるよ

うに組み直すとともに，地域等と協働を強め，高校生ならではの実践や課題研究に取り

組ませることで，地域の活性化を身近に感じさせ，本気で松浦の未来を担いたいと考え

る人材を育成することを目的とする。 

また，松浦市唯一の高校であることから，地域に関する知識を身につけさせるととも

に，地元の方にインタビューしてその知見を聞き取ったり，地域課題について調査し，

その解決策について考察・まとめをし，プレゼンテーションをしたりする実践に取り組

ませる。これらの実践によって，将来的に地域を愛し大切にする人間性と，生涯にわた

り地域課題に向き合い続けようとする姿勢を育むことを目標とする。 

 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

本県では若者の流出や人口減尐が著しく，地域を担う人材不足が深刻化している。そ

のため県内の多くの地域において，高校と地元自治体等が協働して地域活性化に資する

人材の育成に取り組んでおり，これらの取組をさらに充実させ，持続可能なものにする

ことが求められている。 

各教科における地域素材を活かした授業実践を含む，３年間を見通した「まつナビ・

プロジェクト」の実践を進め，コンソーシアムを中心とした多角的な支援を受けた，地

域との協働の機会を増やすことで，校内だけではできない主体的で対話的な深い学びが

実現し，地域へ寄与・貢献しようという強い意欲を持ち，高い課題解決能力を身につけ

た人材が育成される。 

あわせて，地域課題研究を中心としたカリキュラムと，コンソーシアム構築のノウハ



ウを県内に広く普及させることができる。 
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(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 

第１学年 

第２学年で実施する「まつナビ」の実施に向けて，松浦に関する基礎知識やフ

ィールドワークを含む課題研究活動を進める技能を身につけさせる。年間を通じ

て，地域素材を活用した授業の実践を行い，フィールドワーク等や課題研究発表

に関する技能の習得を進め，１年間のまとめとして，２年次における「まつナビ･

プロジェクト」のテーマを設定する。 

第２学年 

地域課題解決を目指した「まつナビ」の実践を行う。フィールドワークや地域

との協働活動に基づく調査・研究・実践を進め，中間発表を行う。コンソーシア

ム等による評価を受けて，テーマ再設定や発表内容の修正後，本発表を行う。い

くつかの班は松浦市議会で松浦市長及び市議会議員の前で提言を行う。 

第３学年 

第２学年の本発表で提言した内容に関する実践，「まつナビ・プロジェクト」

全体を通じた振り返りレポートの作成及び小・中学生を対象とした発表等を行う。 

 

(2) カリキュラム・マネジメントの推進体制 

各学年・分掌副主任で組織する「プロジェクトチーム」が中心となって，課題研

究活動を含む校内外の教育活動全般の企画・実施・評価について検討する。また，

「プロジェクトチーム」，松浦市政策企画課等で組織する「ワーキンググループ」

において，実施計画等について再検討の後，コンソーシアムに「まつナビ・プロジ

ェクト」における活動内容等について報告し，今後の研究活動等の進め方について

協議を行う。また，コンソーシアムは研究活動への具体的な支援を行う。 

運営指導委員会による指導助言等を踏まえ，「プロジェクトチーム」が中心とな

って，修正案を検討し，以後の計画等に反映させる。 

なお，カリキュラム開発等専門家は持続可能なカリキュラム及び評価に関する助

言等を，地域協働学習実施支援員は外部との連携調整や課題研究活動プログラム策

定等の支援にあたる。 

 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

   特記事項なし 

⑨その他 

特記事項 
特記事項なし 

 

 
 

 


